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１１
月
５
日
（
日
）「
芸
能
部
門
」、
２４
日
（
金
）
～

２６
日
（
日
）「
美
術
部
門
」
と
、
文
化
連
盟
油
木
ブ

ロ
ッ
ク
が
主
催
す
る
「
文
化
・
芸
術
イ
ベ
ン
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
美
術
部
門
は
油
木
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
共
催
） 

 

芸
術
・
文
化
と
も
に
、
日
頃
か
ら
の
積
み
重
ね
の

成
果
が
発
揮
さ
れ
た
「
文
化
祭
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 ゆ

き
の
灯
り 

 

 

 

 

 

 

 

１１
月
２０
日
（
月
）
、
豊
松
小
学
校
６
年
生
が
「
に

し
か
わ
化
石
館
」
を
訪
問
し
、
化
石
・
鉱
石
等
の
本

物
教
材
に
触
れ
る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
化
石
館
に
展
示
し
て
あ
る
化
石
・
鉱
物 

等
の
見
学
を
し
た
後
、 

化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体 

験
を
行
い
、
多
く
の
化 

石
を
掘
り
出
す
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

地
域
か
ら
出
た
本
物 

教
材
に
触
れ
る
こ
と
で
、 

学
校
で
の
学
習
が
ま
た 

一
層
深
ま
る
と
良
い
で 

す
ね
。 

 
 

  
 

  
 

 

 

豊
松
小
６
年
生
本
物
体
験
学
習

 

１１
月
１７
日
（
金
）、
「
第
６
回
軽
ト
ラ
掘
り
出

し
朝
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
「
朝
市
」
で
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
小
雨
も
降
り
気
温
が
低
い
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
旬
の
商
品
を
求
め
て
買
物
に
訪
れ

て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
改
め
て
「
買
物
が
で
き

る
場
」
「
集
え
る
場
」
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
欲
し

て
い
る
こ
と
も
伺
え
ま
し
た
。 

シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
開
催
に
協
力
い
た
だ
い

た
、
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

１１
月
８
日
（
水
）、
神
石
高
原
中
学
校

の
油
木
地
域
在
住
生
徒
が
「
地
域
ふ
れ
あ

い
行
事
」
の
活
動
で
「
化
石
発
掘
体
験
」

を
行
い
ま
し
た
。 

 

油
木
地
域
在
住
の
生
徒
は
「
に
し
か
わ

化
石
館
」
で
の
「
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

は
体
験
済
み
で
す
が
、
実
際
に
現
場
の
露

頭
か
ら
の
「
発
掘
」
は
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
初
め
て
の
体
験
で
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
限
ら
れ
た
短
い
時
間
で
し
た
が

真
剣
に
発
掘
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

中
に
は
大
き
な
ビ
カ
リ
ア
の
化
石
を

掘
り
出
す
生
徒
も
お
り
、
今
回
の
活
動
は

化
石
を
通
じ
て
「
地
域
に
関
心
を
持
つ
」

こ
と
へ
の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

発
掘
し
た
化
石
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
て

大
切
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。 
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－文化芸術振興の意義（文部科学省:抜粋）－ 文化芸術は、芸術家や一部の愛好者だけのものではなく、すべての国民が

真にゆとりと潤いを実感できる心豊かな生活を実現していく上で不可欠であり、国民全体の社会的財産です。したがって、

個人・企業・団体・地方公共団体・国などが、相互に連携協力して、社会全体でその振興を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

文化・芸術の祭典

 

 

 

春待月 

 

 

 

化石発掘体験中学校

 

－お知らせ－ 

年末年始の 

お休みについて 

■油木協働支援センター 

 12/29（金）～1/3（水） 

■分室「にしかわ」 

■にしかわ化石館 

 12/29（金）～1/4（木） 

上記のようにお休みしま

す。ご理解・ご協力をよろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

油木ブロック大賞 

油木高等学校２年 「猫」 

  田 邉 麻 那 さん 

油木高校生徒は、美術授業の一環として会場を訪れました。引率の先生は「近くの施

設で作品を鑑賞し、学習できたので良かった。」とのこと。このように、学校が地域と

連携し地域教材に触れて学習を深めていくことが、「学社連携」の第１歩となります。 
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１１
月
２０
日
（
月
）
、
若
林
佐
都
子
先
生
の
指
導

で
「
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
③
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
年
賀
状
作
成
に
向
け
て
、「
干
支
の
龍
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
は
ん
こ
」
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。 

 

彫
刻
刀
の
使
い
方
（
安
全
・
使
い
分
け
等
）
を

学
び
な
が
ら
、
丁
寧
に
作
業
が
進
み
ま
し
た
。 

 
 

１１
月
２１
日
（
火
）
、
平
田
サ
ヱ
子
先
生
の
指
導

で
「
オ
ニ
オ
ン
ベ
ー
コ
ン
」「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」

作
り
を
学
び
ま
し
た
。 

説
明
を
メ
モ
し
な
が
ら
、
互
い
に
協
力
し
て
段

取
り
良
く
調
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
美
味
し
い
ケ
ー
キ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
、
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
き
ま
す
。 

 

―命を大切にする心を―（参考：香川県教育委員会「今こそ家庭教育」）          ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人を不平等に扱い、片方が利益を得るため分けるのが「差別」。 

平等性が保たれたまま分けるのが「区別」。 

※子どもたちは親が区別しているのか、差別しているのか、敏感に感じ取る。 

 

 

 

○「みんな違う」というのはわかります。では、「みんないい」と思えるためには何が必要でしょうか？その一つに、「モノサ

シを複数もつこと」があると思います。例えば、何人かの子どもがかけっこをしたとします。やはり「一番いい」と感じるの

は「一番速かった子ども」だと思います。ただ、一番速くなかった子どもでも、足がしっかり上がっていた、手がよく振れて

いた、走るときの姿勢がよかった…など、いくらでも認められる部分はあります。 

 

○世の中にはたくさんの「モノサシ」があるにもかかわらず、ついつい社会的に価値の高い「モノサ

シ」ばかりで子どもを見しまいがちです。せめて親ぐらいは認めるためのモノサシを複数もち合わせ

ておき、「それでいい」と認めてあげる存在でありたいと思います。 

差別と区別 

  文化イベント部主催 

  「春のコンサート」開催決定！！ 

 

動
物
駆
逐
煙
火
使
用
に
は 

「
保
安
講
習
」
を
受
け
る 

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

期日：令和６年３月１６日（土） 

 

―油木小学校「人権の花」展－ 

 人権擁護委員会が、毎年ヒヤシンスの水耕栽培を通して、子どもたちの人権意

識を高揚させる取り組みを行っています。そして油木小学校の子どもたちが、育

てたヒヤシンスを写生し、一言メッセージを添 

えた作品が１１月１５日（水）から１２月５日 

（火）まで、油木コミュニティセンターのロビ 

ーに展示されました。 

 センターを訪れた方々も、子どもたちの感性 

豊かな作品を見て感心されている様子でした。 

       

 

 

みんな違ってみんないい

 

 

 

１１
月
の
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」

は
４
回
開
催
さ
れ
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

■
自
然
を
楽
し
む
会
② 

 
 

 
 

 
 

（
１１
月
４
日
） 

 
 

赤
木
恵
先
生
の
指
導
で 

 
 

「
自
然
を
楽
し
む
会
」 

 
 

を
開
催
し
ま
し
た
。
天 

 
 

神
原
か
ら
神
社
方
面
を 

 
 

歩
き
、
秋
の
自
然
に
触 

 
 

れ
ま
し
た
。 

■
も
の
作
り
教
室
③ 

 
 

 
 

 

（
１１
月
１１
日
） 

 
 

松
岡
純
夫
先
生
の
指
導 

 
 

で
「
本
立
て
作
り
」
に 

 
 

挑
戦
し
ま
し
た
。
の
こ 

 
 

ぎ
り
で
板
を
切
り
、
釘 

 
 

ど
め
を
し
て
形
を
整
え 

 
 

て
ニ
ス
を
塗
っ
て
完
成 

 
 

さ
せ
ま
し
た
。 

■
楽
描
教
室
③ 

（
１１
月
１８
日
） 

 
 

若
林
佐
都
子
先
生
の
指

導
で
来
年
の
干
支
「
龍
」

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

絵
の
周
り
も
、
展
示
用

に
工
夫
し
て
デ
ザ
イ
ン

し
、
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

■
し
め
縄
作
り
教
室 

（
１１
月
２５
日
） 

 
 

坂
本
行
正
先
生
の
指
導 

 
 

で
「
し
め
縄
作
り
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
正
月

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

の
玄
関
先
に
飾
れ
れ
ば

良
い
で
す
ね
。 

 

 

 

 

「
子
ど
も
食
堂
」
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２—

０
７
０
１
） 

 
 

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
子
ど
も
食
堂
」
事
業
開
始
に
伴
い
、
協
力 

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

詳細は後日！

 

大人の 

教室 

 

１０
月
２６
日
（
木
）
、
株
式
会
社
ラ
イ
ズ
よ
り
講
師

を
招
き
、
４
年
ぶ
り
に
「
有
害
動
物
駆
逐
煙
火
安
全

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
、
有
害
動
物
増
加
に
も
関
わ
ら
ず
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
講
習
会
を
開
催
し

て
も
資
料
配
布
で
終
わ
っ
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
は

約
５０
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
義
を
中
心
に
煙
火
使
用

法
の
研
修
を
深
め
ま
し
た
。 

 

全
国
的
に
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
の
出
没
で
、
ケ
ガ
を

す
る
人
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ほ
ぼ
毎
日
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
等
で

流
れ
ま
す
。
獣
害
対
策
の
際 

に
は
、
十
分
に
気
を
付
け
て 

行
動
し
て
下
さ
い
。 

 

 

  

 

 

有害動物駆逐煙火安全講習会開催

 


